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瀬

川

豊

剛

昭
和
四
十
六
年
六
月
五
日
第

二
十
二
回
学
術

大
会
に
於

て

「実

相
の
原

語
学

的
研
究
」

と
題
し

て
論
述

し
た
が
、

今
こ
こ
で
は
、

そ
れ
を
略
述
す

る
こ

と
に
止
め
て
、

む
し
ろ
実

相
の
原
語
に
基
ず
く
活
動
的
意
義
を

「教
行
信
証
」

の

「
証
巻
」
を
根
底

と
し
て
究
明
し
て
見
よ
う
。
実
相

な
る
原

語
は
、
大
乗
経

典

の
各

所
に
披

渥
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
周
知

の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し

い
ず

れ

の
原
語

に
従

う
に
し

て
も
、

そ
の
意
味

は
、
結

局
、

同
義

で
あ
る
と
云

つ
て
よ

い
。
「
唯

-
な

る
も

の
」

二

な
る
も

の
」
(e
k
a
-
y
a
n
a
)
 

を
表
示

す

る
。

即

ち

(
1
)

是
れ

「
不
二
而
二
、
二
而
不
二
、
円
融
自
在
故
無
碍
」
で
あ
り
又

「異
而
不
可

(
2
)

分
、

一
而

不
可

同
」

で
あ
る
。
是
れ
大
乗
仏
教

の
根

本
原
理
と
し
て
の

一
如
法

界

の
理

を
顕
示

し

て
い
る

の
で
あ
る
。

換
言
す
る
と
、

「
善

悪

不

二
」
、
「
主
客

一
如
」
、
「
仏
凡

不
二
」
、
「染
浄

不
二
」
、
「
色
心
不
二
」
等

の
湛
然

の

「十

不
二

3
)門

」
に
基
ず
く
如
来
の
真
証

(智
慧
)
を
詮
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
自

他
を
差
別
し
な
い
境
界
、
有
無
、
取
捨
、
愛
憎
等
の
分
別
意
識
を
超
克
し
て
一

な
る
境
界
を
如
実
相
と
し
て
掴
む
宇
宙
無
辺
大
の
世
界
即
ち
こ
れ
は
、
仏
智
の

世
界
、
絶
対
界
で
あ
つ
て
、
非
有
非
無
、
非
因
非
果
の
浬
葉
界
で
あ
る
と
同
時

(
4
)

に
大
乗
仏
教

の

「
即
」

「
無
」
「非
」

の

「
般
若
空
相
」

の
境
界
な
る
も

の
で
あ

る
。

亦
是

「
般
若
空
相
」

な
る
境
界
は
、

「空
」

が
そ

の
ま

瓦

「
相
」
で
あ
り
、

「相
」

が
そ

の
ま

玉

「
空
」
な

る

世

界

で
あ

る

が
故

に
、

「
相
」
即

ち

縁
起

(P
r
a
t
i
t
y
a
 
s
a
m
u
t
p
a
d
a
)
 

の
理
法
を
離
れ

て
は
成
立
し
得

な

い
。
故

に
実

相

(
空
)

は
、
縁

起
の
別
名
と

も

云

い
得

る

の

で
あ

る
。

縁

起
 
(
P
r
a
t
i
y
a
-

s
am
u
tp
a
d
a
)
 に
就

い
て
は
、
E
d
g
e
r
t
t
n
 

の
、
B
u
d
d
h
i
s
t
 

H
y
b
r
i
d
 

S
a
n
s
k
r
i
t

D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 
と
 

T
a
k
a
k
u
u
 

の
 
T
h
e
 
E
s
s
e
n
t
i
a
l
s
 o
f
 B
a
d
d
h
is
t
 P
h
i
-

(
5
)

l
o
s
o
p
h
y
 

を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
象
の
世
界
即
ち
宇
宙
万
物
が

相
依
相
関
の
関
係
を
も
つ
て
、
因
縁
に
よ
り
相
互
依
存
し
な
が
ら
因
果
の
法
則

に
よ
つ
て
生
滅
変
化
す
る
色
心
不
二
の
宇
宙
万
物
を
、
そ
の
ま

「真
如
」

「実
相
」
と
観
照
す
る
般
若
空
の
境
界
を
内
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

「実
相
」
「法
性
」
等
な
る
原
語
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
D
h
a
r
m
a
t
a
;

(
6
)

二

然
ら
ば
、

「
必
至
滅
度

の
願
」
で
あ
る

「
証
巻
」
に
は
、

ど

の

よ

う

に

実
相

の
展
開
が
為

さ
れ

て
い
る

で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を

「
証
巻
」

の
最
初

の
御

文
を
通
じ
て
窺

つ
て
見
よ
う
。

「謹
一顕
真
実
証
者
、
乃
至
無
為
法
身
即
是
実
相
、
実
相
即
是
法
性
、
法
性
即

是
真
如
、
真
如
即
是

一
如
、
然
者
、
弥
陀
如
来
従
如
来
生
示
現
報
応
化
種
々

(
7
)

身
也
。」

と
あ
る
如
く
、
「真
実
証
」
な
る
実
相
の
活
動
は
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪

濁
の
群
繭
を
し
て
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
し
め
、
即
時
に
大
乗
正
定
聚
之
数

に
入
ら
し
め
、
畢
寛
、
必
ず
滅
度
に
到
ら
し
め
る
働
き
を
す
る
。
是
則
ち
、
真
如

実
相
そ
の
も

の
の
働

き
で
あ
り
、

そ
の
実
相

(
真
実
証
)

よ
り
来

生
せ
る
阿
弥

陀
如
来

の
活
動

そ

の
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
が

「
行
巻
」

に
来

っ
て

「
真
如

一
実

の
功
徳
宝
海
」
で
あ
る
大
行
即
ち
南
無
阿
弥
陀
仏
の

「真
実
智
慧
無
為
法
身
」

と
な
る
。
真
に
衆
生
救
済
の
根
本
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
を

「行
巻
」
偶
前
の
文

(
8
)

に
は
、

「誓
願

不
可
思
議

一
実
真
如
海
」

と
云

い
、
そ

の
誓

願
が

「
正
信
偶
」
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(
9
)

に
来
つ
て

「建
立
無
上
殊
勝
願
、
超
発
希
有
大
弘
誓
」
と
嘆
釈
さ
れ
、
真
に
ご

(
1
0
)

の
願
が
、
衆
生
の
根
機
に
相
応
す
る
を
述
べ
て
、
「明
如
来
本
誓
応
機
」
と
明

釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

の
如

来
の
誓
願
不
可

思
議

力
に
依
る

「
真
如

一

実

の
功
徳
宝
海
」
が
、

い
か
に
大
な
る
も

の
か
は
、

凡
量

の
分
別
智
を
も

つ
て

領
解
す

る
こ
と
は
出

来
な
い
。

一
重

に
仏
力
に
依
る
も

の
で
あ
る
。

故
に

「誓

願

不
可
思
議

一
実
真
如
海
」

と
云
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
然

る

に
、

こ
れ

が

「
信

巻
」

に
至

つ
て
、
「真

如

一
実
之

信
海
」

と

一
味
に
な
る

の
で
あ

る
。

こ
れ

は

如
来

の
選
択
願
心
よ
り
発
起

す
る
真
如

一
実

の
大
信
に
他
な
ら
な

い
。
「
大
行
」

の
活
動

が
、

そ
の
ま

Σ

「
大

信
」
と

な

り
、
「
称

名
」

と
な

つ
て
転

回

す

る

「願

心
荘
厳

の
法
門

」
は
、

唯
是
真
如

一
実

の
功
徳
力
用

で
あ

り
亦
是
浄
土
真

宗

の
玄
範

で
あ
る
。

こ
の
実
相

の
意
義
に
就

い
て
、
「
論
註
原

要
」

で
窺

う

と

次

の
如
く
あ
る
。

「略
中

一
句
。
莫
非
実
相
也
。
実
相
者
何
也
。
真
実
功
徳
相
是
也
。
真
実
功

徳
相
、
即
是
本
願
成
就
尽
十
方
無
碍
光
如
来
耳
。
蓋
以
如
来
因
中
体
実
相
起

翻
鼎
酷
響
等
如
実
相
而
知
。
竸
遡
鱒
生
真
実
慈
悲
撹
勲

轍
於
是
超
発
無
上
之
願

(
1
1
)

得
成
無
碍
光
仏
。
此
仏
即
実
相
之
全
体
也
。
」

こ
れ
が
又
、
弥
陀
超
世
之
玄
範
、
浄
土
真
宗
之
根
源
で
あ
る

「願
心
荘
厳
」
な

る
こ
と
を
述
べ
て
、

「願
心
荘
厳
故
。
願
心
者
仏
智

(実
相
)
也
。
仏
智
全
性
而
起
。
全
智
成

(
1
2
)

悲
。
円
満
悲
智
不
二
妙
果
。
是
為
真
実
功
徳
相
 
(実
相
)
。
」

と
あ
る
。

亦
云
く
。

(
1
3
)

「本
願

一
乗
以
願
心
為
法
本
。
此
是
大
宗
。
」

と
明
示
さ
れ
て
あ
る
。
又
こ
の

「願
心
荘
厳
」
は
、
法
性

(実
相
)
の
二
諦
に

順
ず
る
が
故
に
、
「不
顛
倒
」
で
あ
り
、
又
衆
生
を
摂
し
て
畢
寛
、
真
実
報
土

に
入
ら
し
め
る
が
故
に

「不
虚
偽
」
な
る
こ
と
を
顕
わ
す
。
こ
れ
が
如
来
の
清

浄
願
心
即
ち
真
実
功
徳
相
の
根
本
義
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
重
に
無
量
寿
仏
威
神

功
徳
不
可
思
議
力
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
を

「教
行
信
証
」
(真
仏

土
巻
)
に
は
、
「仏
以
本
願
不
可
思
議
神
力

摂
令
生
彼
、
必
當
復
以
神
力
生

(
1
4
)

其
無
上
道
心
」
と
あ
り
。
又
、
「原
要
」
に
は
、
「要
之
不
出
無
量
寿
仏
威
神
功

(
1
5
)

徳
不
可
思
議
実
」
と
あ
る
。
是
れ
弥
陀
の
願
心
を
以
つ
て
性
功
徳
と
為
す
故

に
、
衆
流
必
ず

「功
徳
大
宝
海
」
と
,一
味
と
な
り
、
こ
の
弥
陀
成
仏
の
因
果
が
、

即
ち
衆
生
往
生
の
因
果
と
な
る
。
こ
れ
即
ち
他
力
法
門
の
根
源
、
「光
閲
横
超

(
1
6
)

大
誓
願
、
報

土
因
果
顕

誓
願
」

の
源

泉
と
し
て
不
滅
不
尽
に
広

宣
す

る
の
で
あ

る
。

1
 
安
西
廓
亮
著

「
論
註
原
要
」

一
六
五
。

2

「
往
生

論

註
」
巻

下

真

宗

聖
全

三
三
六
-
三

三
七
。

3
 
湛
然
述

「
十
不
二
門
」
大
正

四
十

六
巻

・

七
〇
二

c
、
N
o
.
 
1
9
2
7
.
4
 
道

元

「
正
法
眼
蔵
」

一
穎
明
珠
な

る
境
。

5

i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
d
y
.
'
 

6
 

紀
野

一
義

「
法

華

経

の
探

求
」
八
八
頁
。

7

「
教
行
信
証
口
」
真

聖
全

一
〇
三
。

8

「教
行
信
証
口
」
真

宗
聖
全
四
三
。

9

「
同
巻
口
」
真

宗
聖
全
四
三
。

10

「
同
右
口
」
真
宗
聖
全
四
四
。

11

「
論
註
原
要
」

一
七
〇
。

12

「
論
註
原
要
」

一
四
八
。

13

「
同
右
」

一
四

八
。

14

「
教
行
信
証
口
」
真
聖
全

一
三

四
。
15

「
論
註
原
要
」

一
、

一
七

一
、
16

「
正
信
偶
口

」
真
聖
全
四
五
。

「
教
行
信
証
」

の

『
真
実
証
』
に
基
ず
く
実
相

の
説

明
 
(瀬
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